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【令和３年度実績】 

1. Society 5.0を支える基盤研究の推進 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 

No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 

No.34 ①-1 世界標準の産学連携マネジメントの推進 

実績報告 

乾健太郎教授と岡谷貴之教授は，それぞれ理研 AIPプロジェクトにおける「自然言語理解チー

ム」と「インフラ管理ロボット技術チーム」の PIとして，状況理解と説明可能性を有する人工知能・

ロボットの実現に向けた研究を推進している．乾教授は，JSTの CREST「記号推論と深層学習の

融合に基づく説明可能 AI」の研究代表者として，深層学習モデルの解釈性・説明性とパフォーマ

ンスを両立させる新しい計算パラダイムの構築を目指して，深い言語理解のための知識と推論に

ついて研究している．また，自然言語アセスメントの技術について学際的な研究を展開し，教育へ

の応用を目指して予備校や通信教育などの企業と産学連携の関係構築を進めている．岡谷教授

は，学振の学術変革領域研究(A)「深奥質感」の中核メンバーとして，情景を理解して行動する AI

に関する研究を行なっており，今年度は新たに，AIエージェントに複雑な作業内容を言葉で指示

し，実行させる方法を開発した．この他，深層学習を未解決の問題，例えば視覚 SLAM 

(Simultaneous Localization And Mapping)やHDRI (High-Dynamic Range Imaging)などに

応用し，先駆的な成果を得た． 

 
高度言語理解 AIの研究概要 
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AIエージェントの研究概要 

橋本浩一教授は，ロボティクスにおけるビジョン応用について研究し，その業績が認められて本年

度の文部科学大臣表彰（研究）ならびに日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門業績賞を

受賞した．また，学振の新学術領域研究「生物ナビゲーションのシステム科学」に加えて新たに学

術変革領域研究(A)「階層的生物ナビ学」が採択され，コンピュータビジョンと AI搭載のバイオロ

ギング装置を駆使して，人・生物・人工物の階層的移動ストラテジーの解明と設計に取り組んでい

る．さらに，鏡慎吾准教授と共に，動く対象に対するプロジェクションマッピングや，高速プロジェク

タによる拡張現実感，その応用による人間の能力向上などの研究を展開し，その成果は各種メデ

ィアでも取り上げられた． 

 
階層的生物ナビ学の概要 

小林広明教授は，文科省の次世代領域研究開発ならびに学振の基盤研究(A)の研究代表者とし

て，従来のスーパーコンピュータアーキテクチャにベクトルコンピューティングと量子アニーリング

の技術を導入するシステムソフトウェア技術の研究開発により，次世代高性能スーパーコンピュ
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ーティング基盤の構築を推進している．また，その計算基盤を活用したシミュレーション科学・デー

タ科学融合型次世代アプリケーションの研究開発にも取り組んだ．そして計算機科学と工学の学

際連携により，発電タービンのデジタルツイン化やソフトマテリアル開発基盤に関する重要な成果

が得られ，基本特許の申請も行った． 

 
次世代高性能計算基盤の研究概要 

加藤寧教授や川本雄一准教授らは，Beyond 5Gや IoTの時代を見据えた情報通信ネットワーク

に関する研究を展開している．今年度は新たに，川本准教授が代表となって，NICTからの受託

研究および NTTとの共同研究を開始した．AI技術を導入し動的に特性変化可能な電磁波反射

体を都市の適所に配置することで遮蔽物の影響を最小限に抑える無線通信ネットワークの実現

が特徴であり，6Gネットワークの重要な技術の１つである．また，衛星通信の高度化に関する研

究を継続し，衛星系と地上系のそれぞれの特徴を活かして最適な通信を柔軟かつ効率的に提供

する接続システムの技術開発を進めている．そのほか，無人航空機ネットワークの研究，二国間

交流事業や日中韓フォーサイト事業にも取り組んでいる．これらの研究は世界的に高く評価され

ており，加藤教授は Clarivate Web of Scienceにおいて Highly Cited Researchers（Computer 

Science分野）に 3年連続で選出された． 
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情報通信ネットワークに関する研究概要 

  

 
外部資金受入額の推移 
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科研費交付額の推移 

  

 高度言語理解 AIの研究概要.png,  AIエージェントの研究概要.png,  階層的生物ナビ

学の概要.png,  次世代高性能計算基盤の研究概要.png,  情報通信ネットワークに関する研

究概要.png,  外部資金受入額の推移.png,  科研費交付額の推移.png,  文献リス

ト.xlsx,  受賞リスト.docx 

 

2. 量子アニーリング研究開発センター（T-QARD）を中心とした産学連携

活動と量子コンピューティング啓蒙教育 

No.01 ①-1 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 

No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 

No.31 ②-2 グローバルな連携ネットワークの発展 

No.34 ①-1 世界標準の産学連携マネジメントの推進 

No.35 ②-1 社会連携活動の全学的推進 

No.39 ②-1 科学的知見に基づく国際貢献活動 

No.47 ③-2 先端的教育研究クラスターの構築 

実績報告 

量子アニーリングとは量子力学に基づく組合せ最適化問題の発見的解法であり，古典コンピュー

ティングの限界を打破しうる革新技術として期待が高まっている．情報科学研究科では H29年

10月に「量子アニーリング研究開発センター（T-QARD）」を設置し，量子アニーリングについて先

駆的な研究を進めてきた．H30年 7月には，現行の当該技術の考案者を擁する東京工業大学と

連携協定を締結し，双方の強みを活かして基礎と応用の研究を展開し，世界をリードする研究拠

点を形成している． 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%AB%98%E5%BA%A6%E8%A8%80%E8%AA%9E%E7%90%86%E8%A7%A3AI%E3%81%AE%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/AI%E3%82%A8%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%AE%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%9A%8E%E5%B1%A4%E7%9A%84%E7%94%9F%E7%89%A9%E3%83%8A%E3%83%93%E5%AD%A6%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E9%9A%8E%E5%B1%A4%E7%9A%84%E7%94%9F%E7%89%A9%E3%83%8A%E3%83%93%E5%AD%A6%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E9%AB%98%E6%80%A7%E8%83%BD%E8%A8%88%E7%AE%97%E5%9F%BA%E7%9B%A4%E3%81%AE%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%9A%E4%BF%A1%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%9A%E4%BF%A1%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%A4%96%E9%83%A8%E8%B3%87%E9%87%91%E5%8F%97%E5%85%A5%E9%A1%8D%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%A7%BB.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E7%A7%91%E7%A0%94%E8%B2%BB%E4%BA%A4%E4%BB%98%E9%A1%8D%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%A7%BB.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%96%87%E7%8C%AE%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88.xlsx
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%96%87%E7%8C%AE%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88.xlsx
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%8F%97%E8%B3%9E%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88.docx
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T-QARDのセンター長を務める大関真之教授は，自身も代表取締役となってH31年 4月に大学

発ベンチャー「株式会社シグマアイ」を設立し，量子アニーリングに関心を持つ多くの企業と事業

化を見据えた共同研究を展開してきた．本年度には新たに LG Japan Lab，ブリヂストン・AIST，

TOTALMASTERS，日立製作所など，これまでにはなかった業界の企業とも共同研究を開始し

た．JX金属との大口共同研究も継続が決まり，アイシングループや野村ホールディングスとの契

約も継続している．また，R2年 12月に「量子コンピューティング共同研究講座」を開講し，本年度

にも新たな参画企業として住友商事株式会社を迎え，現在は計 6社のエンジニアらと共に，研究

開発と人材育成を推進している． 

当研究科の小林広明教授は大関教授と共同で，量子アニーリングと古典スーパーコンピューティ

ングを統合するハイブリッド計算基盤により，津波の際にリアルタイムで浸水被害を推計し最適な

避難経路を導出するシステムを開発してきた．その技術に基づいて本年度には新たに，被災地域

における医療体制の迅速で柔軟な展開を支援する災害医療デジタルツインの研究プロジェクトに

参画し，防災減災に資する高性能計算の研究開発に取り組んでいる． 

 
T-QARD活動概要 
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津波減災システム概要 

本学が推進する「知のフォーラム」の本年度のテーマプログラムとして「量子アニーリングに基づく

高性能計算 ― 実世界のシステムの最適化」を当研究科が主導し，次のような催しを実施してい

る． 

• [R3年 3月] プレイベント: 実世界を最適化するための量子コンピューティングおよび量子

に着想を得た計算手法 

• [R3年 5～7月] 量子アニーリングを利用した組合せ最適化問題の解法に関するワーク

ショップ・チュートリアル 

• [R3年 12月] 量子アニーリングソリューションコンテスト 

• [R4年 3月] Quantum Computing Future Vision Forum 

• [R4年 3月] Quantum Annealing Day! ～量子アニーリングで実現する新時代の働き方

～ 

• [R4年 TBA] 量子コンピューティング公開講座 

• [R4年 TBA] 量子アニーリングに基づく高性能コンピューティングに関するシンポジウム 

特に 5～7月のワークショップ・チュートリアルには，高校生や社会人を中心に 450名が参加し，う

ち 250名以上がアプリ開発の実習に取り組んだ．YouTubeでも公開配信し，初回授業の視聴数

は 5000回を超えるなど反響は大きく，本学ならではの人材育成・啓蒙教育として高い評価を得

ている． 
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ワークショップ・チュートリアルポスター 

また大関教授は，社会的に極めてオープンに，知識や技術の普及に尽力している．頻繁に各種メ

ディアの取材に応じているほか，R3年 12月放送の NHK Eテレ サイエンス ZERO「祝！ノーベ

ル賞 真鍋淑郎さん 物理学賞の神髄に迫る！」を監修し，R4年 3月にはサイエンス ZERO「超難

解？でも大丈夫！量子コンピューター徹底解説 2022」に出演した．さらには，R2年度から担当

科目の講義を YouTube Liveにより公開配信し，オンラインの利点を最大限に活かし，視聴者の

質疑にも時間延長を厭わず回答している．その評判が学内外へ広まり，専門的な内容にも関わら

ず，リアルタイムでの視聴者が 5000人を超えることもあり，オンデマンド講義の視聴数は 1万回

を超えるなど，トップレベルの YouTuberとなっている．この活動が評価され，文科省の「光・量子

飛躍フラッグシッププログラム」の一環として R2年度に採択された「実践的研究開発による全国

的量子ネイティブの育成」プログラムでは本年度にも追加予算を獲得した． 

 T-QARD活動概要.png,  津波減災システム概要.png,  ワークショップ・チュートリアルポ

スター.png,  論文と講演のリスト.docx 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/T-QARD%E6%B4%BB%E5%8B%95%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E6%B4%A5%E6%B3%A2%E6%B8%9B%E7%81%BD%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%BB%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%BB%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%A8%E8%AC%9B%E6%BC%94%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88.docx
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3. ラーニングアナリティクス研究センター（LARC）と Google学習先端技

術寄附講座（GALT）を中心とした教育データ活用研究 

No.01 ①-1 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開 

No.08 ①-1 教養教育の実施体制等の整備・充実 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 

No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 

No.35 ②-1 社会連携活動の全学的推進 

実績報告 

東北大学ビジョン 2030のもと，情報科学研究科ではラーニングアナリティクスを重点プロジェクト

の１つに位置付け，R2年 12月に設置した「ラーニングアナリティクス研究センター（LARC）」を中

心に，教育ビッグデータの収集・分析・利活用の総合的な研究を展開している．当研究科が擁す

るメディア，コミュニケーション，認知心理，人工知能，自然言語処理や画像解析などの文理を横

断する多角的な知見を背景として，様々な専門性を持つ教員や学生が関連研究を始めており，

LARCが学際研究交流の拠点になりつつある．また，本学のオンライン教育を運営するデータ駆

動科学・AI教育研究センターや，全学の教育分析を担う高度教養教育・学生支援機構とも協力し

て，全学的な研究の発展を目指している．これまでの活動の一環として以下のセミナーやシンポ

ジウムを開催した． 

• [R3年 6月] 第 1回 LARCセミナー：「ラーニングアナリティクス研究への誘い」 

堀田龍也教授，尾畑伸明教授 

• [R3年 7月] 第 2回 LARCセミナー：「九州大学におけるラーニングアナリティクスの取り

組み」 

九州大学 LAセンター 島田敬士教授 

• [R3年 7月] LARCキックオフシンポジウム（第 3回 LARCセミナー） 

京都大学学術情報メディアセンター 緒方広明教授を交えて 

• [R3年 11月] 第 1回 LARC small talk（第 4回 LARCセミナー） 

情報提供：長濱澄准教授 

また，Google社から 3名の客員教員を招き，R3年 5月に「Google学習先端技術寄附講座

（GALT）」を開講した． LARCでは大学のオンライン授業等の高等教育を主な研究対象とするの

に対して，GALTでは初等中等教育を念頭に置きつつ，教育データの解析手法については相互

に協力し合っている． 
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LARC組織概要 

 
GALT研究概要 

当研究科の「情報リテラシー教育プログラム」ではH26年から本年度末までに通算 58回の「情

報リテラシー連続セミナー＠東北大学」を催してきた．以下に添付する本年度分のポスターも示す

ように，昨今話題の GIGAスクール構想や，オンライン化に伴う教育観の変化，情報端末の普及

がもたらした効果，などについて各分野の第一人者を招聘して活発な議論を交わしている．以前

の対面型でも毎回 100名ほど，近年のオンライン開催では 150〜300名ほどが参加する規模と

なっている．地域の学校教員らの参加により市民啓発にも貢献しており，大学院生を含むセミナ

ー参加者らの共同研究も誘発している． 
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セミナー（51～54）ポスター 



（12 情報科学研究科） 

12 

 
セミナー（55～58）ポスター 

LARCのセンター長であり GALTの研究代表者であり「情報リテラシー教育プログラム」の代表で

もある堀田龍也教授は，教育に関する有識者として本年度には以下の委員等に委嘱され，情報

リテラシー教育の重要性や学校の ICT環境整備について提言するなどして，日本の教育政策に

大きく貢献している． 

• 政府：教育再生実行会議「初等中等教育ワーキンググループ」有識者（継続） 

• 政府：教育再生実行会議「デジタル化タスクフォース」有識者（継続） 

• 文部科学大臣諮問機関：中央教育審議会 委員（継続） 

• 文部科学大臣諮問機関：中央教育審議会「初等中等教育分科会」分科会長代理（新規） 

• 文部科学大臣諮問機関：中央教育審議会初等中等教育分科会「教育課程部会」委員（継

続） 

• 文部科学大臣諮問機関：中央教育審議会初等中等教育分科会「幼児教育と小学校教育

の架け橋特別委員会」委員（新規） 

• 文部科学省：「教育データの利活用に関する有識者会議」座長（新規） 

• 文部科学省：「デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議」座長（新規） 
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• 文部科学省：「情報活用能力の今後の在り方に関する調査研究委員会」座長（継続） 

• 文部科学省：「学校教育情報化推進専門家会議」委員（新規） 

• 文部科学省：「GIGAスクール構想に基づく 1人 1台端末の円滑な利活用に関する調査

協力者会議」座長代理（新規） 

• 文部科学省：「GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会

議」座長（新規） 

さらに堀田教授は，R3年 3月から日本教育工学会の会長に就任し，同会の法人化に伴う運営改

革に取り組んでいる．また，日本教育メディア学会と日本教育情報学会でも理事を務めている． 

 LARC組織概要.jpg,  GALT研究概要.png,  セミナー（51～54）ポスター.png,  セミナ

ー（55～58）ポスター.png,  論文と講演のリスト.docx 

 

4. 学際的環境におけるデータ科学グローバル人材育成 

No.01 ①-1 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開 

No.03 ②-2 大学院教育の充実 

No.07 ②-6 世界を牽引する高度な人材の養成 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.42 ①-3 グローバルネットワークの形成・展開 

No.43 ②-1 外国人留学生の戦略的受入れと修学環境の整備 

No.44 ②-2 本学学生の海外留学と国際体験の促進 

No.45 ②-3 異文化の理解と実践的なコミュニケーション能力の養成 

No.46 ③-1 国際通用性の向上 

No.47 ③-2 先端的教育研究クラスターの構築 

実績報告 

「データ科学国際共同大学院（GP-DS）」は，情報科学研究科が基幹部局となって生命科学，経済

学，医学系，工学研究科と理学研究科の数学専攻との共同プロジェクトにより H29年 4月に開

始した総合的データ科学教育プログラムであり，学問領域の垣根を越えた連携により，国際社会

で力強く活躍するグローバルリーダーの育成に取り組んでいる．前期課程 2年次からの 4年間

の一貫教育を基本としており，毎年度，博士前期課程学生 10名と後期課程学生 7名を上限とし

て受け入れている．本年度末時点で前期課程学生 7名と後期課程学生 15名が在籍している．本

年度中に 6名の学生が修了し，これまでの修了生は累計 13名となる． 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/LARC%E7%B5%84%E7%B9%94%E6%A6%82%E8%A6%81.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/GALT%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%EF%BC%8851%EF%BD%9E54%EF%BC%89%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%EF%BC%8855%EF%BD%9E58%EF%BC%89%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%EF%BC%8855%EF%BD%9E58%EF%BC%89%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%A8%E8%AC%9B%E6%BC%94%E3%81%AE%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88_0.docx
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GP-DSプログラム概要 

GP-DSでは様々な海外の研究機関と連携して教育・研究を推進しており，特に次表に挙げる大

学とは Jointly Supervised Degree (JSD)や Double Degree (DD)の協定を締結済み，または締

結する予定である．コロナ禍で渡航実績は低迷しているものの，学生はこれらの研究機関に 6カ

月以上滞在して共同研究を行える制度である．多くの講義・実習を英語で行っており，特にプロジ

ェクト遂行型実習をカリキュラムに多く盛り込んでおり，多様な国籍の学生がチームを組んで諸課

題の解決に取り組むことで，データ科学の知識や技術と共に国際性を身に付けることが出来る． 

 

GP-DS在籍学生の研究成果は高く評価されている．本年度は，学術雑誌に採録や国際会議に

採択されるなどした論文 10報，受賞 4件，その他の口頭発表等で 17件の業績が上がった．ま

た，学振の特別研究員にも新たに 1名が採用され，これまでの在籍学生全体の 20%以上が特別

研究員として採用されている． 

上の表のうちケースウエスタンリザーブ大学とは，共同シンポジウムを例年開催するなど，特に緊

密に連携している．本学の工学研究科の梅津光央教授と本研究科の西羽美准教授は，NEDO

プロジェクトの一環として本年度から，ケースウエスタンリザーブ大学の研究者と生命情報科学の

協働を開始し，コロナ禍のため遅れたものの早期の学生派遣も目指している． 
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また，本年度から新たな国費留学生優先配置プログラムを開始した．正式なプログラム名は「ディ

ジタル・トランスフォーメーションを推進するデータ科学・AI実践人材の育成」だが「AI, Quantum 

Computing, Data Science」を意味する通称名「AIQDS」で運営している．H27～H29年度の

「Data Sciences Program (DSP)」およびH30～R2年度の「Data Sciences Program II 

(DSPII)」で培ったデータ科学と AIに関する教育に加えて，本学が得意とする量子コンピューティ

ングに関する教育も取り入れ，新世代のデータ科学人材の育成に取り組んでいる．DSPおよび

DSPIIから継続の学生も含めて，私費および国費留学生を合わせて，本年度末時点で博士前期

課程学生 10名と後期課程学生 20名が在籍している．本年度中に新たに前期課程学生 5名と

後期課程学生 1名を受け入れ，8名の修了生を送り出した．GP-DSと在籍学生に重複はない

が，講義・実習は一体的に運用することで両プログラムに国際共修環境を実現している． 

 
プログラム在籍学生数の推移 

日本学生支援機構の R3年度留学生交流支援制度に「データ科学スキルアップのためのグロー

バル派遣プログラム（短期派遣）」として採択され 8名の学生派遣枠を獲得したが，コロナ禍のた

め実際の派遣には至らなかった．それでも既に R4年度分に採択されており，今後状況が改善し

次第派遣できるよう準備を整えている． 

 GP-DSプログラム概要.png,  プログラム在籍学生数の推移.png 

 

5. 横断的な AI・数理・データ科学（AIMD）教育の展開 

No.01 ①-1 現代的課題に挑戦する基盤となる先端的・創造的な高度教養教育の確立・展開 

No.02 ②-1 学部専門教育の充実 

No.03 ②-2 大学院教育の充実 

No.04 ②-3 高度教養教育と専門教育との有機的連携 

No.06 ②-5 社会人の学び直しの支援 

No.12 ①-5 教育関係共同利用拠点の機能強化 

No.34 ①-1 世界標準の産学連携マネジメントの推進 

No.36 ②-2 知縁コミュニティの創出・拡充への寄与 

実績報告 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/GP-DS%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E6%A6%82%E8%A6%81.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E5%9C%A8%E7%B1%8D%E5%AD%A6%E7%94%9F%E6%95%B0%E3%81%AE%E6%8E%A8%E7%A7%BB_0.png
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「東北大学 AI・数理・データ科学（AIMD）教育プログラム」では，全ての学部生と大学院生に加え

て社会人をも受け入れて横断的に，リテラシーレベルの基礎教育から高度プロフェッショナル養成

まで一貫した AIMD教育を提供しており，情報科学研究科はそのための体制作りにおいて中心

的な役割を果たしてきた．当研究科の教員が様々な授業科目を提供しているが，例えば篠原歩

教授の「実践機械学習１，２」や鈴木顕准教授の「機械学習アルゴリズム概論」は同プログラムの

ために R2年度に新設された科目である．中尾光之教授が企画・運営を担当し，AIの社会的なイ

ンパクトについて多様な観点から講義する「AIをめぐる人間と社会の過去・現在・未来」では，中

尾教授や金谷吉成特任准教授も含む多部局の教員に加えて，日本アイ・ビー・エム社の技術者も

講師に招いて産学連携講義とした．また，中尾教授らが担当した「数理・AI・データ科学 ―データ

生成・活用の現場に立会う―」では，様々な分野の研究者のデータ活用の実例を踏まえ，意義や

課題について討論を行った．当研究科からは木下賢吾教授や伊藤康一准教授らも参加した． 

これらの寄与もあって，本学の「AIMDの基礎／挑創カレッジ コンピュテーショナル・データサイエ

ンスプログラム」は文科省から，先導的で独自の工夫・特色を有する体系的な AIMD教育課程と

して「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）プラス」に選定された．また，

本年度に受験支援を行った受講者のうち 10名が日本ディープラーニング協会の「G検定」あるい

は「E資格」に合格しており，授業やプログラムに対する受講者の評価も高い． 

上記の教育プログラム以外でも例えば，尾畑伸明教授と鈴木准教授が全学教育の基礎ゼミ

「Pythonによる文系・生命系のためのデータ科学入門」を開講し，理工系以外の学生に対する

AIMD教育の強化に取り組んだ．また，伊藤健洋教授，尾畑教授，篠原教授らは共立出版の教

科書シリーズ「探検データサイエンス」の編集委員を務め，本年度には鈴木准教授著「機械学習

アルゴリズム」と尾畑教授著「データサイエンスのための確率統計」が出版され，広く AIMD教育

に活用され始めている． 

社会人の再教育に資する取り組みとして，当研究科が本学側での企画・運営を主導して産学連

携の共創研究所「ブリヂストン×東北大学共創ラボ」を R3年 10月に設置し，ブリヂストン社の

DXを支える AIMD人材育成の共同プロジェクトを開始した．また，仙台市の「仙台 X-TECHイノ

ベーションプロジェクト」において，当研究科の中尾教授と山田和範准教授は「データサイエンス・

トレーニングキャンプ」を開講した．これは，受講者が少人数のチームに分かれて実際のビッグデ

ータを分析して課題の解決に取り組むことで，AIMDやプロジェクトマネジメントの実践スキルを

習得する講座であり，88名の希望者から抽選された 30名が受講し 24名が修了した． 
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ブリヂストン×東北大学共創ラボ概要 

H23年に始まった文科省の「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク形成（第 1期

enPiT SecCap：大学院レベル）」と，その後継としてH28年に始まった「成長分野を支える情報技

術人材の育成拠点の形成（第 2期 enPiT SecCap Basic：学部レベル）」において，本学はセキュ

リティ分野の中核拠点校として，当研究科の実践的情報教育推進室が中心となって，全国の大学

と講義を提供し合い，文科省からの支援が終了した R2年度以降も事業を継続している（東北大

修了者数／全国数：SecCap 9/82, SecCap Basic 26/245）．さらに enPiTの経験を踏まえ自立化

を目指して受講料を徴収する社会人再教育プログラム「enPiT-Pro」を提供している（R3年度修

了者 2名）． 

当研究科は「未踏スケールデータアナリティクスセンター」の構想・立案に深く関わり，中尾教授が

センター長となって，R4年 1月にセンターの設置を実現した．当研究科からは他にも大関真之教

授，大林武准教授，鈴木准教授らが兼務で参画しており，従来のスケールを遥かに凌駕するデー

タから価値を紡ぎだす新しいアナリティクスを開発し，AIMD分野の若手研究者や企業技術者の

育成や起業支援を行う． 

 ブリヂストン×東北大学共創ラボ概要.png 

 

6. 教員の研究時間確保に係る取組 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 

No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 

No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 

No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 

No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 

No.26 ①-1 多彩な研究力を引き出して国際競争力を高める環境・推進体制の整備 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%82%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%B3%C3%97%E6%9D%B1%E5%8C%97%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%B1%E5%89%B5%E3%83%A9%E3%83%9C%E6%A6%82%E8%A6%81.png
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実績報告 

大学を取り巻く問題は増加と複雑化の一途をたどる中で，当研究科でも教授会のほか様々な委

員会やワーキンググループ等を組織して対応に当たっているが，それでも所属教員の研究時間

を確保すべく，運営業務の効率化に最善を尽くしている．感染防止のためもあって，全ての会議を

原則オンラインで実施しているし，可能なものはメール審議で済ませるなどして，会議の削減や時

間短縮を図っている．従来であれば教授会に諮られる重要事項についても，予め執行部や専攻

長会議で方針を定めることで，最も多くの教員を巻き込む会議である教授会を年間 5回にとど

め，それらの所用時間も抑制している． 

当研究科では授業科目の多くを隔年で開講している．これにより，学生は 2年間で多様な科目を

受講できる一方で，同じ科目を毎年度開講する場合に比べて各教員の負担は半減し，延いては

授業の質を高めることにもなる． 

当研究科では研究目的での海外滞在を奨励しており，近年のコロナ禍では低調ながらも，R3年

度中に 1名の教員が約 2カ月間海外の大学に滞在し，学振の「国際共同研究加速基金」の研究

課題を推進した． 


